
別紙１

計算書類に対する注記（法人全体用）

法人名：社会福祉法人 寿泉会

1.継続事業の前提に関する注記

該当なし

2.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

・満期保有目的の債券等･･･該当なし

・上記以外の有価証券で時価のあるもの･･･決算日の市場価格に基づく時価法

(2)固定資産の減価償却の方法

・有形固定資産

定額法（ただし、平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産については、残存価

額を取得価額の10％として償却し、耐用年数到来後も使用する場合は備忘価額（1円）

まで償却する。）

・ソフトウェア・・・利用可能期間（5年）に基づく定額法

・リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

該当なし

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価格をゼロとする定額法によっている。

(3)引当金の計上基準

・退職給付引当金･･･職員の退職給付に備えるため、当法人で採用している一般財団法人

三重県社会福祉事業職員共済会の実施する退職共済制度退職共済制度に基づいて、当期

末における一般財団法人三重県社会福祉事業職員共済会への法人負担の掛金累計額を計

上しております。

・賞与引当金･･･職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当年度の帰属

する額を計上している。

3.重要な会計方針の変更

該当なし

4.法人で採用する退職給付制度

退職給付制度は、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉施設職員等退職共済制度及び、三

重県社会福祉協議会の退職共済制度によっている。

5.法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1)法人全体の計算書類（会計基準省令第1号第1様式、第2号第1様式、第3号第1様式）

該当あり

(2)事業区分別内訳表（会計基準省令第1号第2様式、第2号第2様式、第3号第2様式）

当法人では、社会福祉事業のみのため作成をしていない。

(3)社会福祉事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第

3号第3様式）

該当あり

(4)公益事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第3号

第3様式）

該当なし

(5)収益事業における拠点区分別内訳表（会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第3号

第3様式）

当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。



(6)各拠点区分におけるサービス区分の内容

①法人本部拠点区分

②泉園拠点区分

ア 特別養護老人ホーム泉園 イ 泉園短期入所生活介護事業所 ウ デイサービスセン

ター泉園 エ 津中部西地域包括支援センター

③ 八幡園拠点区分

ア 八幡園デイサービスセンター イ 八幡園グループホーム ウ 津中部東地域包括支

援センター

④ 万葉の里拠点区分

ア 介護老人保健施設万葉の里 イ 万葉の里通所リハビリテーション ウ 万葉の里居

宅介護支援事業所 エ 万葉の里訪問リハビリテーション

⑤ しおりの里拠点区分

ア しおりの里特別養護老人ホーム イ しおりの里短期入所生活介護事業所 ウ しお

りの里居宅介護支援事業所 エ しおりの里デイサービスセンター オ しおりの里認知

症型デイサービスセンター カ しおりの里広域型特別養護老人ホーム キ しおりの里

第２短期入所生活介護事業所

6.基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

（単位： 円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地 泉園 203,561,000 0 0 203,561,000

土地 八幡園 76,442,000 0 0 76,442,000

土地 しおりの里 251,428,248 0 0 251,428,248

建物 泉園 87,889,103 0 8,859,439 79,029,664

建物 八幡園 78,411,574 0 4,308,442 74,103,132

建物 しおりの里 601,248,869 0 38,843,239 562,405,630

建物 万葉の里 254,714,656 0 12,284,258 242,430,398

合計 1,553,695,450 0 64,295,378 1,489,400,072

7.基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

8.担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（基本財産） 531,431,248 円

建物（基本財産） 957,968,824 円

定期預金 34,758,048 円

事業未収金 214,057,235 円

計 1,738,215,355 円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む） 463,098,000 円

短期借入金 390,800,000 円

計 853,898,000 円



9.有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位： 円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物（基本財産） 3,384,498,249 2,426,529,425 957,968,824

土地（基本財産） 531,431,248 0 531,431,248

土地 20,664,000 0 20,664,000

建物 39,320,036 33,069,078 6,250,958

構築物 127,522,541 125,906,611 1,615,930

車輌運搬具 29,112,189 29,112,180 9

器具及び備品 307,293,766 290,467,598 16,826,168

有形リース資産 139,754,976 117,584,911 22,170,065

ソフトウェア 11,742,840 11,332,062 410,778

合計 4,591,339,845 3,034,001,865 1,557,337,980

10.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

（単位： 円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時 価 評価損益

該当なし 0 0 0

合計 0 0 0

11.関連当事者との取引の内容

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。

（単位： 円）

種類 法人等の 住所 資産総額 事業の 議決権の 関係内容 取引の 取引金額 科目 期末残高

名称 内容 所有割合 役員の 事業上の 内容

又は職業 兼務等 関係

役員及び 株式会社 三重県津 １１８、 メディカ １００％ － 業務委託 業務委託 ２６、４ 事業未払 ２、２６

その近親 ユーサポ 市乙部５ ００３、 ルサポー 保有 他 費（注１ ９７、９ 金 ３、１４

者が議決 ート 番３号 ７０９円 ト ） １６円 １円

権の過半

数を所有

している

法人

出向者の 出向料の １２４， 未払金 １０、９

受入 支払 ９２８， ０１、８

４９３円 ２０円

役員及び 医療法人 三重県津 ２、１３ 医療業 １００％ 業務２名 出向者の 出向料の １３５、 未払費用 ６３、２

その親近 碧会 市乙部５ ２、８４ 受入 支払 ６８３、 ０１、９

者が議決 番３号 ９、７８ １５８円 １９円

権の過半 ３円

数を所有

している

法人

出向者の 出向料の １１７、 未収収益 ７、９７

派遣 受取 ９３８、 ７、０４

０９８円 ７円

役員及び 柳瀬 仁 当法人の 借入金の 債務被保

その近親 理事長 債務保証 証（注３

者 ）

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注１）事務委託費については、他法人での一般的な取引価格を勘案して決定しており

ます。

（注２）出向料は、出向元の給与を基準に協議のうえ、決定しております。

（注３）債務被保証については、当法人の金融機関からの債務につき当法人理事長柳瀬

仁が債務保証を引き受けている。当期末の債務被保証残高は、629,521,000円である。な

お、保証料は支払っていない。



12.重要な偶発債務

該当なし

13.重要な後発事象

該当なし

14.合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

該当なし

15.その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態

を明らかにするために必要な事項

当期末において支払資金残高が△240,755,356円となっておりますが、継続した経営改善

計画に取り組むとともに、取引先金融機関からの資金調達と栁瀬宏子様より 2025年度に

１億円の寄付を頂くことにより当面の運営資金は確保できております。


	法人全体

